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  研究要旨 

患者から採取した滑膜より分離したMSCを培養しＴＥＣを作製、
患者に移植するというヒト幹細胞臨床研究の実施。 

 

 
   経麻痺に対して行ったステロイドパルス

の影響が疑われた。移植1例目の関節視
及び生検組織の肉眼像からTECの軟骨
修復促進の可能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 
今後、移植後の残り3例の関節鏡視、生
検を随時行っていくとともに、５例目の
組織移植を行う予定である。 
Ｆ．健康危険情報 
特になし 
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       Ａ．研究目的 
ＴＥＣを用いた臨床研究を実施するこ
とである。 
 

Ｂ．研究方法 
4例の患者から滑膜を採取し、未来医

療センターのCell Processing Center
(CPC)内で細胞の培養、TECの作製を行
こなった。移植を完了した症例は経過を
臨床スコア、MRI、レントゲン等によ
り経時的に評価した。また昨年度移植を
行った1例目に対して再鏡視、組織生検
を行った。 
（倫理面への配慮） 
ヘルシンキ宣言に基づく倫理的原則

に留意、「ヒト幹細胞を用いる臨床研究
に関する指針」を遵守した。 

 
Ｃ．研究結果 
 本年度培養を行った3例で、良好な細
胞増殖を認め、TECの移植を完了した。
1例は、細胞増殖は得られたものの、T
ECが形成されなかった。移植を完了し
た4例に関しては現在のところ大きな有
害事象は認めていない。 
移植1例目の関節鏡視では、軟骨損傷

部は白色軟骨様組織で被覆されており、
生検した組織の肉眼所見においても、軟
骨下骨と連続する白色の再生組織を認
めた。現在組織標本を作製中である。 

       Ｄ．考察 
現在4例は順調にTECの作製、移植が行
えている。TECの形成が不良であった1
例については、滑膜採取の直前に顔面神 
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